収集運搬の許可にあたっての留意事項

生活環境の保全上次の事項に留意すること
(1) 収集作業には一般廃棄物を飛散したり落下させたりしない車輌を用いること。
(2) 収集作業は迅速に行い､できるだけ交通に障害を与えないこと。
(3) 収集作業中は車輌の停車位置に十分注意し､歩行者等に支障を与えないこと。
(4) 収集作業中騒音を立てないよう十分配慮すること。
(5) 団地内など走行する場合状況に応じ､走行速度を落とし必要なら徐行するなどして住民に不安を与えないようにすること。
(6) 生ごみなど収集するときは汚水の始末に十分配慮すること。
(7) 名取市内を収集運搬作業するときは、2名乗車とし､収集運搬作業中まわりに十分注意が行き届くようにし、市民生活に支障が出ないようにすること。
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令和　　年　　月　　日
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事業系一般廃棄物収集の仕方について

１　事業所からの収集は事業用ごみ袋を使用しての収集となります。
２　事業系ごみ袋には燃やせるごみ用と資源物用の２種類があります。
３　事業系ごみ袋については、亘理名取共立衛生処理組合が型式を定めていますので、製造の際に確認下さい。
４　事業系ごみ袋は収集する市町により袋の色が違います。名取市から収集するときは、必ず名取市用の袋を使用してください。
５　複数の市町から許可を得ている収集業者は、岩沼東部環境センター等施設搬入の際は必ず１つの市町から収集したものだけ積載して来てください（複数市町分混載の禁止）。
６　許可証にある実績の報告は、月ごとに名取市内事業所にて販売されたごみ袋の数等を別紙参考様式に基づいた報告書により報告下さい。

許可の交付にあたり、許可の指示事項について市から説明を受け(申請者に説明することを)了承いたします。

令和　　年　　　月　　　日


氏名　　　　　　　　　　　　　　印
